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	インターロイキン-2およびインターロイキン-4シグナル伝達経路に関与する非受容体型チロシンキナーゼ。STAT6、IRS1、IRS2、およびPI3Kをリン酸化します。細胞の成長、発達、分化などのさまざまなプロセスに関与する非受容体型チロシンキナーゼ。自然免疫と獲得免疫の両方で重要なシグナル伝達イベントを媒介し、T細胞発達中の造血において重要な役割を果たします。細胞質内では、IL2R、IL4R、IL7R、IL9R、IL15R、IL21Rなどの共通サブユニットガンマを共有するI型受容体と結合することにより、シグナル伝達において極めて重要な役割を果たします。細胞表面受容体へのリガンド結合後、受容体の細胞質末端の特定のチロシン残基をリン酸化して、STATタンパク質のドッキング部位を形成します。その後、受容体にリクルートされたSTATタンパク質をリン酸化します。リン酸化STATはホモ二量体またはヘテロ二量体を形成し、核へ移行して遺伝子転写を活性化します。例えば、IL2によってIL2Rが活性化されると、JAK1とJAK3分子がIL2Rのベータ鎖（IL2RB）およびガンマ鎖（IL2RG）サブユニットに結合し、両受容体サブユニットの細胞質ドメインにおけるチロシンリン酸化を誘導します。次に、STAT5AとSTAT5BがJAK1とJAK3によってリクルートされ、リン酸化され、活性化されます。活性化されると、二量体化したSTAT5は核へ移行し、サイトカイン特異的な様式で特定の標的遺伝子の転写を促進します。
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	TF-1 細胞溶解物中の JAK3 発現のウェスタン ブロット解析。

